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サミュエル・テイラー・・・…　コールリッジの「クリスタベル」
　　　一ヘルマフロディトスのミューズを巡って一
照　屋　由　佳
?
　サミュエル・テイラー・コールリッジによる「クリスタベル」　（“Christabel”，
1797－1800）は周知のように，1部が1797年に書かれ，皿部が1800年に書か
れたが，コールリッジの詩を完成しようとする意図にも関わらず，この「クリスタベ
ル」という詩は決して完成することはなかった。この小論ではコールリッジのこの謎
めいた詩を次の二っの視点から論じたいと思う。まず第一の視点はこのゴシック詩と
も呼べる詩の中では，悪（ジェラルダイン）が善（クリスタベル）を打ち負かしてい
る（ほとんどの作品において最終的には善の秩序が再確立されるものの，悪の善への
勝利はマシュー・グレゴリー・ルイスのrマンク』を初めとするゴシック・ジャンル
の重要なテーマの一っである）ように思えるが，それは我々が善悪二元論に立ってい
るからであって，コールリッジはジェラルダインによって善悪を越える超範疇の存在
を示唆したのではないだろうか，そして超範疇の存在をこの詩に取り入れることによ
って，コールリッジは何を表現しようとしたのかということである。そして第二の視
点はジェラルダインがコールリッジにとって，どのような存在であったか，そしてそ
のことがこの詩が断片詩となってしまった事とどのような関係があるかということで
ある。第一の視点はこの詩のテーマ，第二の視点はこの詩，または詩人の深層とそれ
ぞれ対応している。
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1　　　「クリスタベル」の世界は老いと不毛の終末的な荒れ地のイメージで描かれている。
母は死に，父は年老いており，番犬も老いて歯が抜けており，月や自然さえも病んで
いる。この古城に現れたジェラルダインは敷居（“threshhold”）を一一人で越えられ
ないこと，祈りを嫌うこと，犬が彼女に捻ったり，消えかかった火が勢いを盛り返し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1たり，母の幽霊を見ることから明らかなように，魔性の女である　。そればかりか，
後に宮廷詩人のブレイシーが夢の象徴語によって示すように，ジェラルダインはクリ
スタベル（鳩）を加害する蛇女に他ならないのである。
For　i皿　皿y　sleep　I　saw　that　dove，
That　gentle　bird，　whom　thou　dost　love，
And　ca1ユ璽st　by　thy・own　daughterls　name－－
Sir　Leoline！　　I　saw　the　same
Fluttering，　and　uttering　fearfuユ　moan，
Among　the　green　herbs　in　the　forest　aユone．
Which　when　I　saw　and　when　I　heard，
I　wonder°d　what　might　aiユ　the　bird；
for　n◎thing　near　it　couユd　I　see，
Save　the　grass　and　green　herbs　underneath　the　old　tree．
’And　in　my　dream　methought　I　went
To　search　out　what　might　there　be　found；
And　what　the　sweet　bird’s　troubユe　meant，
That　thus　lay　fユuttering　on　the　ground．
I　went　and　peered，　and　could　descry
No　cause　for　her　distressfuユ　cry；
But　yet　for　her　dear　ユady°s　sake
I　stooped，　methought，　the　dove　to　take，
When　ユo！　　I　saw　a　bright　green　snake
Coiユed　around　its　wings　and　neck，
Green　as　the　herbs　on　which　it　couched，
Cユose　by　the　dove響s　its　head　it　crouched；
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And　栂ith　the　dove　it　heaves　and　stirs，
S”elling　its　艮eck　as　she　swe1ユed　hers！
I　woke；　it　was　the　皿idnight　hour，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　cユock　was　echoing　in　the　tower；　　　　（ユine　531－56）
われはかの　鳩をゆめみき，
わが君の愛でさせ給ふ優しのかの鳥，
　　　　おんひめぎみ　　おんな
ぞは君の御姫君の御名によりて稻ばれたりけり。
リオライン卿よ！　われはみとめき，
　　　　　　　　　　　　　　　　うめきこえその鳩が羽ばたきしっっ，恐ろしき昧聲あげ，
　　　　　　くさぶ森ぬちの緑の草生にただ一羽ゐるを見たりき。
　　　　　　　　　　　　　　　　うめきその羽ばたきを見し時に，またその坤を聞きし時，
　　あやしわれ誘みぬ，その鳥を櫛ますものは何ぞやと。
あたりに何も見えざりき，
老樹のもとに緑なす草むらのほか何ものも。
夢の中にてわれ行きて
探したるかに思はれぬ，何かあたりにあらざるか，
地上に落ちて羽ばたける
美しき鳥の苦しみは何の故ぞと探りみぬ。
かくして行きてみたれども
　　　　　も　と苦しき叫の原因となる何ものもわれ認め得ず，
されどもやさしの姫ゆゑに
われはかがみてその鳩を　手に取りみれば，
見よ！　そこにかがやく緑の蛇一っ，
　　つばさ　うなじ鳩の翼と頚とに捲きっきゐたるをわれは見ぬ。
　　　　　　　　　みまがそが漕みゐし草芝と見紛ふばかりの緑にて，
　　かしら　かたはら
鳩の頭の傍に蛇はかしらをもたげたり，
またその蛇はその鳥と共に息づき動きつつ，
　　のんど　ふくら　　　　　　　　　　　のんど
鳩が喉を膨ますとき蛇の喉もふくらみぬ！
われは目覚めき，眞夜中なりき　（大和資雄訳）
家庭の平安を表す「緑の草生」　（“the　green　herbs”）の中で，蛇女ジェラルダ
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インはヘルマフロディトス（“Hermaphroditus”）となり，クリスタベルと性関係を
持っことは，　「喘ぐ」　（“heave”），　「身じろぎつ」　（“stir”），　「膨らす」
（“sweユP）という性交のイメージを喚起する言葉から明らかなことである。　「知
る」とは旧約聖書では性的関係を持っことなのだから，クリスタベルの「げにわれは
罪ををかせしならん」　（“Sure　I　have　sinn’d”；line　381）という言葉やジェラル
ダインの「今宵知り，明日もそなたは忘るまじ」　（“Thou　knowest　to－night・and
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨwilt　know　to－morrow”：line　269）という言葉の意味は一目瞭然であろう　。皿部
において，クリスタベルはジェラルダインの蛇女の特性を帯びるようになり，蛇が出
す「しゅっしゅっ」　（“hissin9”）という音を立て（1ine　591），彼女自身，蛇女
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4となり，ジェラルダインの横目の眼な差しを模倣するにいたる　。最終的にクリスタ
ベルは通過儀礼（性の儀式）を完了した一人前の女として，世間に出て行くことにな
る。結局のところ，ジェラルダインとは老いと不毛の世界に再生をもたらすために，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5密儀祭祀をとり行う始源の神性を現す精霊だったのである　。
　病んだ終末的な世界（現在）に再生をもたらす豊穣の儀式（性愛と血がっきもので
　　6ある　）にキリスト教以前の存在である祭祀と生賢は不可欠である。生賛はクリスタ
ベルでなくてはならない。チャールズ・トムリンソンがこの詩を悪が善に勝利すると
　　　　　　　ア要約したように　，キリスト教的西欧社会は善と悪，美徳と悪徳を二分し，敬度，美
徳を含めた神に与する力が悪魔の力を打ち負かし，救いをもたらすとされている社会，
理性の力によって世界を分類する範疇の文化である。そうしたキリスト教的な倫理に
よって，世界を二極化した行き着く先が貧血症的に不毛の世界になってしまった「ク
リスタベル」の世界である。もちろんキリスト教の倫理の見地に立てば，ジェラルダ
インは魔女以外の何者でもないだろう。キリスト教の理性と範疇（二元論）の支配を
長く続けたあげく，不毛の世界になってしまった今，そうした終末的な現在の危機を
乗り越えるためにキリスト教以前の両義的な異教（“pagan”）の世界から復活した
蛇女ジェラルダイン（妖怪であると同時に祭祀，男であると同時に女，悪魔であると
同時に神，善でも悪でもない超範疇の存在一範疇はキリスト教以降である）の性の
通過儀礼を受けることにより，キリスト教やキリスト教の社会を表すクリスタベルは
活性化され，再生されなければならないのである。キリスト教が原因となっている不
毛，病の状態である。キリスト教以前の力が要請されるのである。キリスト教（中心）
が貧血症的に病んでいった時，申心がかつて抑圧した両義的な異教の世界の豊穣の力
（周縁）が必要とされるのだ。もう一一一度，この詩が出来てからほぼ百年後の世紀末の
ロンドン（無論，1797年も19世紀末には遠く及ばないながらも世紀末である）
でも，合理と範疇の力によって世界を二極化したイギリス社会は憔埣し，合理一本の
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荒れ地文化となってしまった，こうした危機を乗り越えるために近代（今，中心）は
自らが抑圧した二元論を越えるトランシルヴァニア（彼方，周縁）のドラキュラ伯爵
（善悪を越える超範疇の存在）が召還されたのである。ドラキュラのもたらす豊穰の
通過儀礼を経ることによって，貧血症的なロンドンは自らが抑圧した周縁の民衆的活
力によって活性化される。このことはこの小説が五月（発芽）に始まり，十一月（収
穫）に終わるという穀物の一一生の物語と読めることとも呼応する。この作品はあらゆ
るもの（ロンドン，近代，中心，穀物）が再生を迎えるための通過儀礼にっいての物
　　　　　　8語なのである　。豊穰の通過儀礼が生→死→再生という円環的な構造を描くだけでは
なく，豊穣の通過儀礼そのものが社会が不活発になるにつれ，円環的に繰り返される。
　ここで『吸血鬼ドラキュラ』　（Oracu！a・1897）を持ち出してきたのは「クリスタ
ベル」に出てくるジェラルダインも吸血鬼（“vampire”）だからである（通過儀礼
に血はっきものであることを思い起こしてみよう）。吸血鬼と蛇女，通過儀礼という
テーマは矛盾しない。一般的に女吸血鬼によって誘惑されることによって，男は男ら
しさ，っまり大人の世界に「入会する」　（“initiate”）こととなる（〈通過儀礼〉
のテーマ）。ここで復活してくるのが，ヘラの呪いによって，ゼウスの恋人であった
リビアの美しい女王ラミアが子供のく血を吸う〉こととなり，上半身は人間だが，胴
からはく蛇〉の怪物となってしまったというラミアの神話である。十八世紀以降，ラ
ミア＝女吸血鬼という公式はイギリスに定着し，男の吸血鬼が狼や煽蟷の特性を帯び
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9るように，女吸血鬼は蛇の特性を帯びるようになったのである　。っまり，ジェラル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1oダインとはラミアに他ならないのである　。十九世紀後期のシェリダン・レ・ファニ
ュによる「吸血鬼カーミラ』　（Carmlノノa，1872）はコールリッジの「クリスタベル」
の影響のもとに書かれたのであり，この作品においてはクリスタベルとジェラルダイ
ンの関係を前面に押し出して，レズビアン色の強いものとなっている。
　クリスタベルがジェラルダインの犠牲者でなくてはならないのは他にも理由がある。
世界が不毛となり，自然が病んでいるのはクリスタベルが母を生まれる時に死なせて
しまったことにも原因があるからである。本質主義をあえて冒して言えば，自然が病
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1エんでいるということは女が病んでいることを意味しているのである　。女の自然の病
気とは女の生殖機能（女の体の中で特に自然と密着な関係を持っと考えられている部
分）がうまく働かなくなったからである。生をもたらすはずの出産は死をもたらし，
この作品の中で唯一若さと健康を誇っているが故に生殖機能を担い，老いの世界に生
をもたらすことが出来る筈の処女姫クリスタベルは婚約者の騎士が不在の為，彼女の
処女の状態はいっまでも続くように思われる。循環する大自然（春→夏→冬）にとっ
て，春（乙女）という一っの状態に留まり続け，次の段階（夏）に移行し，生殖機能
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を担い，世界に生をもたらすことのないクリスタベルの状態も反自然の病なのである。
この病んだ自然のサイクル（クリスタベルが夏の状態に移行しないため，世界は
冬，っまり老いと不毛の状態が長続きしているのである）を元に戻す為に，　「地
の女神」　（“earth－mother”），　「大自然の母」　（“mother　nature”），古代の
夜（“archaic　night”）の原初の世界から甦った「地下の神」　（“chtonian”）た
　　　　　　　　　　　　12るジェラルダインが現れる　。
And　ユo！　　the　worker　of　these　harms，
That　hoユds　the　maiden　in　her　arms，
Seems　to　sユumber　still　and　miユd，
As　a　mother　with　her　chiユd・　（line　298－301）
しかるに見よや！　この害をなしたる者は
　　もろうでその雨腕に姫をいだき
　　　　　　　うまい静かにやさしく熟睡すらしも，
子に添寝する母のごとくに。
この性の通過儀礼において，ジェラルダインは子供を一人前の女にし，大人の世界に
「入会させる」　（“initiate”）女祭祀であると同時にく母〉なのである。この古代
の夜の復活において，キリスト教的な悪しき母対善き母という公式（善と悪の二元論）
は役に立たない。ただ貧血症的なキリスト教化された無力の母とヘルマフロディトス
　　　　　　　　　　　　　ユ3のファリック・ウーマンの母　という二っの力が存在しているだけである。これは対
立などではない，キリスト教社会は古代のヘルマフロディトス的な力の助けがなけれ
ば再生できないのであるから。そもそも両者の対立自体，表面的なものである，とい
うのも両者の目的はクリスタベルを結婚できる成熟した一人前の女にし，世界を再生
させるという点で一致しているからである。キリスト教社会（中心）は老いと不毛の
病から自らの力では癒すことはできない（というのも自らが原因となった病だからで
ある），それ以前の異教の世界のヘルマフロディトスの周縁的な力を必要としている，
それがジェラルダインなのである。
　通過儀礼の時，クリスタベルにとって何よりも恐ろしかったのはジェラルダインの
醜い胸である。
Behold！　her　bosom　and　haユf　her　side－一一一
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A　sight　to　dream　of，　not　to　te工1！
O　shieヱd　her！　shield　sweet　Christabel！
　　　　　　　　　かたわきばら見よ！　その胸を，片脇腹を一
そは夢むべき眺なり，
ああこの姫を護りませ！
（1ine　252－4）
そは語るべきものならず！
　　はしけやしクリスタベルを護らせ給へ！
ジェラルダインの胸は年老いており，萎んで（“withered”），朽ち果てているので
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ4あるが，翌朝になるとクリスタベルはジェラルダインの胸が豊かになっている　こと
を見ることとなる。
Nay，　fairer　yet！　　and　yet　more　fair！
For　she　belike　hath　drunken　deep
Of　all　the　bユessedness　of　s工eep！
And　whiユe　she　spake，　her　工ooks，　her　air
Such　gentle　thankfuユness　decユare，
That　（so　it　seemed）　her　girded　vests
Grew　tight　beneath　helr　heaving　breasts．　　（ユine　374－80）
　　　　　　　　　　　えんいな，いな，今はさらに艶なり！
　　　　　　　　　さちそはおそらくは眠の幸を　鯨す所もなきほど深く
飲みっくしたるためにやあらん！
かくして魔女は語れる間，その眼も顔もなべての様も
やさしき感謝をあらはしたれば，
身にまとひたるころもさへ
　　　　　　　　　　　　　　　　しま高まる胸に堅さるるなべに　いよいよ緊るがごとく見えつ。
ジェラルダインの胸が豊かになった（“heaving　b「easts”）だけでなく，彼女はよ
り美しく，より強くなっている。冒頭においてほとんど一人で歩くことも出来なかっ
た弱々しいジェラルダインは二部にはいるとより強くなり，一方クリスタベルは呪い
により喋ることもできず，より弱くなっている。ここには明らかにくエネルギー転
　　　　　　　　　　ユ5移〉があったのである　。このくエネルギー転移〉により，クリスタベルは通過儀礼
を終え，蛇女・吸血鬼となり，いっでも結婚し，子供を生める存在（セクシュアリテ
一　22　一
イを持っ一人前の女という意味であるが，吸血行為と性行為の繋がりは明らかなこと
である）となり，老いと不毛が支配する終末的な荒れ地の世界に再生をもたらすので
ある。
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　　ところがこの詩にはもう一っ深層のレベルがある。
の悪夢に出てきた女なのである。
ジェラルダインはコールリッジ
Friday　Night，　Nov・　28，　1800，　0r　rather　Saturday　Morning－－a　most
frightfuユ　Drea皿　of　a　Woman　…　　catching　holding　of　皿y　right　eye　＆
attempting　to　puユユ　it　out－－　I　caught　hoユd　of　her　arm　fast－a
horrid　fee1－－Wordsworth　cried　out　aloud　to皿e　hearing　my　scream－－
heard　his　cry＆　thought　it　crue1　he　did　not　come／but　did　not　wake
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16tiユl　his　cry　was　repeated　a　third　time　．．．．
1800年，11月28日の金曜日，いやむしろ日曜日の朝と言ってよい
一とても恐ろしい夢を見た，女が私の右眼をっかみ，引き抜こうとした
一私は彼女の腕をしっかりと掴んだ一恐ろしい感触だった一ワーズ
ワースが私の金切り声を聞いて大声で叫んだ一彼の叫び声を聞き，彼が
来てくれないのは残酷だとは思ったが，彼が三度叫ぶのを繰り返してくれ
てから，やっと眼が覚めた．．．。
またコールリッジは次のようにも述べている。
My　dreams　uncommonユy　iユ1ustrative　of　the　non－existence　of　Surprise
in　sleep・　　　…　　　I　was　foユlowed　up　and　down　by　a　frightfuユ　paユe
woman　who，　I　thought，　wanted　to　kiss　皿e，　and　had　the　property　of
giving　a　shameful　Disease　by　breathing　in　the　face，　and　again　I
dreamed　that　a　figure　of　a　woman　of　gigantic　Height，　dim　and
indefinite　and　smokeユike　apPeared－－a旦d　that　I　was　forced　to　run　up
toward　it　and　then　it　changed　to　a　stoo1－－and　then　apPeared　again
another　place－－and　again　I　went　up　in　great　fright－－and　changed
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another　co㎜on　thing－－Yet　I　felt　no　surprise．
私の夢は眠り中に驚きというものが存在しないことをよく例証している。
．．．私は恐ろしく青ざめた女に行きっ戻りっ追っかけられた，思うに彼
女は私にキスをしたがっていたのであり，顔に息を吹きかけることによっ
て，恥ずべき病をもたらすことの出来る特性を持っていた，そして再び夢
を見た，その中でほの黒く，不明瞭で，煙のような巨大な高さをした女が
現れた一私はその女に向かって走り寄らざるをえなかったが，それは椅
子に変わった一そして再び女は別の場所に現れ，私が大変脅えながら近
づいていくと，別のありふれた物に変わった一しかし私は驚きを感じな
かった。
夢の中で彼は恐ろしい女たちに追われる（これらの夢には去勢と強姦に対する彼の恐
　　　　　　18怖が窺われる　）が，「巨大な高さ」　（“9igantic　Height”）の女は背が高いジェ
ラルダインに似ており，ジェラルダインはコールリッジを追う女たちの投影であり，
クリスタベルには彼の性質のある面を投影させている筈である。クリスタベルとジェ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19ラルダインの関係はコールリッジと悪夢の女との関係に他ならないのである　。クリ
スタベルとコールリッジはイニシャルの点でも同じである。
　クリスタベルはコールリッジであり，ジェラルダインはヘルマフロディトスのミュ
　　　　　2o
－一Yである　。詩人（クリスタベル）が蛇（ジェラルダイン）に巻きっかれている
（“coil”）というメタファーはこの詩だけに限ったわけではない，例えばr憂欝』
（“Dejecti。n：an　Ode”，1802）の中で，　「私の精神に巻きっく毒蛇のような思
想よ／現実の悪意の夢よ」（“viPer　th。ughts・that　coil　around　my　mind，／
Reality’s　dark　dream”：line　94－5）と述べているし，彼は体やく鷲の翼〉に巻き
っくく蛇〉のように，精神力の回りに巻きっく（“coil”）「痛み」から逃れるため
にアヘンを常用しているのである，人の体は死すべき運命のコイル（“coiP）であ
り，詩人は飛び立とうとするれど出来ないく蛇〉に噛まれたく鳥〉なのである。人は
このように永遠性や不滅の精神に煙れようと，性（滅ぶべき肉体）や自然から逃げる
　　　　　　　　　　　2ユことは出来ないのである　。クリスタベルもジェラルダインの胸に触れることによっ
て喋れなくなる，胸とは自然（子供に乳を与える），滅ぶべき肉体，性愛牲の象徴で
ある。このことによりクリスタベル（コールリッジ）は性（肉体），自然から逃げら
れなくなったのである。
　官能そのもののジェラルダイン（蛇）は滅ぶべき肉体（永遠とは反対の概念）のメ
一　24
タファーであると同時に再生の象徴でもある，ここでも蛇女は二元論（死対生）を超
越している。コールリッジにとって想像力（“imagination”）の定義が「相反する
ものの一致である」とすれば，死（破壊）であると同時に再生（豊穣），悪魔である
と同時に神，そして究極的に男であると同時に女の蛇は想像力そのものの具現である。
相反するものの一致である筈の想像力は二元論のキリスト教的なものではなく，異教
的なものもならざるをえない。ジェラルダインはミューズであると同時に想像力の具
現であったのである。クリスタベル（コールリッジ）はミューズのジェラルダインに
よって，「かの恐ろしの幻と，かの鯛感とかの苦痛！」CThe　vision　of　fear・the
touch　and　Pain！t：1ine　453）とヴィジョンを与えられるが，彼女の胸に触れること
によって，魔力が働き，なにが起こったか喋れなくなってしまう。要するにジェラル
ダインはヴィジョンを与えるが，スピーチを許さないのである。クリスタベルが魔力
に呪縛されながら喋ろうとしながら出来ない姿はコールリッジの詩を書こうとするが
出来ない，少なくとも完結した詩としてこの作品を終わらすことの出来ないことの自
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22画像に他ならないのである（彼の未来の予告でもある）　。この「クリスタベル」と
いう詩自体，コールリッジがヴィジョンを与えられながら，詩を創作することが出来
ないことのアレゴリーとして読める。実際，コールリッジの詩は不完全なもの，断片
が多く，後には詩が書けなくなる。吸血鬼のミューズはスフィンクスであり，詩人が
　　　　　　　　　　　　　　　　　23解けるわけはない大自然の謎を与える　。この作品の中に表されているのはミューズ
・想像力の導きによってヴィジョンを与えられ，詩を書くことの出来る幸福な詩人像
ではなく，詩人は終始，ミューズ・想像力によって翻弄され，支配され続ける，しか
もミューズはスピーチを禁じるのである。そして出来たのがこの断片的な詩である。
コールリッジの詩が断片的となったのはミューズが余りにも官能的・異教的であった
からかもしれない。クリスタベルという名前はクリスチャンのコールリッジを意味す
　24る　。キリスト教が地下の神の帰還で廃止されるのはキリスト教社会の再生のためで
あるが，同じ様に想像力（異教的なもの）で完結した詩を書くにはクリスチャンのコ
ールリッジはある程度，クリスタベルのように異教的なものを取り入れなければなら
ないのではなかろうか。詩を書くことへの熱情（異教的なものへの渇望）と異教を抑
圧するキリスト教倫理への意志の争いの中で断片詩は生まれたのである。
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